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　1823 年に上梓された第一作の The Pioneers は、Cooper にはめずらしく自伝的な
作品であり、この物語の土台にあるリアリティーは、主人公の人物造形に大きく影響
している。さらに、自伝的リアリティーと並行して、歴史小説という形式が試みられ









Illusions of Loss: The American Innocence (2)
―Fenimore Cooper and the Narrative of the West ―
 Etsuko Saito
Abstract
　　In The American Adam, R.W.B. Lewis states that if there is an Adam-like 
hero in fiction, it is Natty Bumppo of the Leatherstocking tales who seems to have 
“sprung out from nowhere.” The aim of this paper is to look into that “nowhere” 
and sort out some essential elements which generated the icon. James Fenimore 
Cooper is a rare writer who came into the profession through a thorough imitation 
of a popular British novel. His Leatherstocking tales also suggest some 
transplanting of significant themes from the novels of Walter Scott. When the 
tragic figures of the declining primitive clan members of medieval Scotland were 
applied to Cooper’s childhood picture of the early New York frontier, an aging 
hunter emerged from the primitive forest. In many ways The Pioneers decided the 
plots of the remaining stories of the Saga, going backwards into Natty’s youth. 
The intricacy of different elements in Cooper’s Leatherstocking tales became the 
archetype of the narratives of the Western myth. Resembling the Romanticism/
Transcendentalism trend on the surface, the cut and pasted motifs develop into 
different modes of representation which later moves swiftly into the commercialized 
features of pop culture.
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時間をかけて拡張して行ったことと深く結びついている。Frederick Jackson Turner は




Thus American development has exhibited not merely advance along a single 
line, but a return to primitive conditions on a continually advancing frontier. 
This perennial rebirth, this fluidity of American life, this expansion westward 
with its new opportunities, its continuous touch with the simplicity of primitive 













ンティティー形成にも確実に影響を与えてきた。David Hamilton Murdoch の言葉を借
りれば、辺境地域に出て行くつもりのない大多数のアメリカ人にとっても、西漸運動は自
国の「今まさに実践されている進歩の証し（“progress in action”）」として「うぬぼれた


















カ史における最初の時代も終わったのです。（“the frontier has gone, and with its going 






のが 1950 年に刊行された Henry Nash Smith の Virgin Land: The American West as 



































開拓地（Agricultural West）を分けて考える態度である。Smithは、The Oregon Trail （1847













であることを指摘した上で、Emerson が Nature の中で land（土地）は物理的に所有で
きても、landscape（風景）は所有できない、風景を所有（精神的に）できるのは詩人だけ
だ、と述べたことを挙げて、このズレを意識し、「表象性の優位を示唆した」描写である












真家の Ansel Adams などの作品に受け継がれている。
　しかし、アメリカの西部神話の原型は、その後年の受容において、ロマン主義的な原始
主義を喚起する面があったとしても、決して上記の意味での「風景」という表象ではない。



















語を生み出したのは、James Fenimore Cooper という奇妙な作風を持っ
た時代の変わり目に生きた作家である。本論では、西部神話を検証するとりかかりとして、
西部神話の元祖と言われる物語群を執筆し、真にアメリカ的主題を文学にもたらしたとさ









には、新しい皮に脱皮しそこなった蛇 [Lawrence 59] と揶揄され、Henry Nash Smith に
は「作品においても人生においても革命を引き受ける用意のある人ではなかった」[Smith 64]
と残念がられ、American Scholar に寄せたエッセーの中で十九世紀の文学者の思想とス
タイルを概観した Brenda Wineapple には、「誠実さを詐称する態度“The imposture of 
sincerity”」が生命を吹き込んだ作家と作品 [Wineapple 58] として紹介された。また、西部

















































　すべては The Pioneers という一編の作品から始まった。The American Adam を書い
た R.W.B. Lewis が、まるで無の中から、虚空の中から現れた最初の若き「アダム的」ヒー















を不思議にとらえどころのない感覚で包んでいる。Smith は、The Pioneers において示さ
れた文明対自然というテーマに対する Cooper の態度は、「純粋に両義的（“genuine 
amvibalence”）」であり、このどっちつかずのあいまいさが、逆に Natty の深遠さを引き






Walter Scott と Daniel Boone
　Cooper は文章が下手だった。これは、遠慮がちに、あるいは挑発的に、後続の作家、





いうレベルでの話である [Lounsbury 8-9]。Cooper の作品の中で冒険的エピソードが含ま
れないものの評価が大きく下がる原因は、この悪文に起因するところが大きい。
　それでは、きちんとした文章も書けない人が、どうしてアメリカ最初の職業作家になり
えたのであろうか。そのヒントは、前述の Leslie Fiedler が Cooper のデビュー作である
Precaution（1820）に対して発したコメントにみつけられる。娘の Susan Cooper の証言に
よれば、父 James は、三十歳の時、妻に乞われて読み聞かせていた英国女性作家の小説
（George Hastings の研究によれば Jane Austen の Persuasion であった可能性が高い）
に途中で飽きてしまい、「こんなものなら、私の方がもっとうまく書けるぞ」と文句を言っ
たところ、「手紙を書くのも億劫がる人に文学が書けるものですか」、と妻に笑われて、夫




























考えれば、Scott からの影響と見た方が自然というものだろう。他にも Leatherstocking は、
全作品を通じて、方言まる出しで話していた主人公が、見せ場になると騎士のように格調
高い口上を述べるなど、さまざまな点で Scott の Waverly 小説群の濃厚な影響を感じさせ
る。Cooper はこの作品の前に The Spy（1821）という独立革命を舞台にした歴史小説を書
いており、これをきっかけに歴史小説家 Scott の作風を自らの執筆のためのモデルとして
参照するようになっていたと思われるが、1820 年代に書いた作品は、後述のように、
The Last of the Mohicans をピークに一作毎により効果的に Scott のスタイルやテーマが
取り込まれて行っており、同時に読者の評判も劇的によくなって、英国の書評ではしばし
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らなかった。ここで注目すべきは、Georg Lukacs が、The Historical Novel の中で Scott
を論じた際に、全盛期に大人気で、心酔する模倣者を山ほど出した Scott であったが、真
の意味で、そのロマン主義とは一線を画した革新的な「歴史小説」の主題を継承できたの
















Leatherstocking シリーズ二作目の The Last of the Mohicans では、それまで誰も書いた
ことのなかったような「部族間」の関係性の中で崇高なヒロイズムを発揮しながら滅びに
向かっていく先住民族が描かれた。The Last of the Mohicans にはまた後ほど戻ることに
して、それでは、このような Scott のエッセンスの上に、The Pioneers のリアリティーの
部分はどうブレンドされていったかを見てみよう。



















期間などが決められていくことにとまどっている。Temple 判事は、そういう Natty のこ
れまでの人生を尊重して彼に好意的だが、判事に取り入って安穏とした暮らしを手に入れ
ている悪役小役人キャラクターの Jones と Dolittle は、わざと Natty が猟のオフシーズ





















常に大きい。（ちょうど The Pioneers と同じ年に刊行された Byron の Don Juan Canto 
VIII にも Daniel Boone が森の自然人としてうたわれている。）それに、時代に取り残され




　Thomas Philbrick は“The Pioneers: Origins and Structure”の中で、The Pioneers の
前年に刊行された Washington Irving の Bracebridge Halls という英国の荘園領主の館を
舞台にしたエピソード集の中の、羊を盗んだジプシーの話が、鹿を撃って裁判にかけられ
る Natty のエピソードと似通っており、Natty の人物造形はこのジプシーもモデルにし
たのではないか、と提起している [Philbrick 582-3]。Cooper が Bracebridge Halls を読
んでいたことは分かっているが、館の雰囲気や収監、逃亡、温情ゆえに悩む地主などのモ











（22 章）、夜釣りの大漁に際して、村落で食べきれない量の魚を取り続ける場面（23 － 4 章）
を二度設定し、いずれの場面でも、静かにやってきて、自分の食用に一匹だけ獲物をしと
めて去る Natty の姿を描いている。また、銃の非凡な腕前を強調するためには、七面鳥撃





住民族独自の儀式を行うために山に入った John Mohegan は、Natty の最後のヒロイズム













Roy Harvey Pearce が、Cooper がインディアンを描いたのは、インディアンを描きたかっ
たからではなく、Natty を描くためにどうしても必要だったから描いたのではないか、と
いうことを指摘していることも示唆に富んでいる [Pearce 201]。






















タイルに倣うのであれば、Waverly（1814）の Flora、Ivanhoe（1819）の Lady Rowena や




　Temple 判事の資産は、もともとは Edward Effingham という友人が自分に信託した土
地資産をもとに、彼との共同事業を通して築いた資産であったのだが、独立革命で国王側




語の時点では、少佐はすでに老衰しており、実はずっと Natty と John Mohegan が Natty
の小屋で世話をしていたことが物語の最後で明らかになる。経済的に落ちぶれた Edward
の息子、Oliver は、Temple 判事が父を裏切り、財産を横取りしたと恨んで、Natty たち
と行動を共にし、森の猟師のようにふるまいながら、Temple 家の様子をうかがっていた
のだったが、Temple 判事は作中で Edward の海難事故での死の知らせを受け取り、すぐ
にその子孫に財産の半分を残す趣旨の遺書を書いていたので、それを Oliver に見せると、
二人は心から和解し、また、Oliver 自身は本当は「インディアンとは何の関係もない」






に当てはめることで Natty や Chingachgook と無理やり繋ぎめを作り、相当無理なまとめ
方をされている。しかし、このプロットによってしか結末をまとめることができなかった
ために、逆にこの物語は、Natty になんらかのハッピーエンドが訪れるような予定調和的















て見せますよ」と約束したことに始まるという [S. Cooper 126]。Cooper は、再び Scott 







































ロマンティックな緊張を保ち続ける。それはちょうど、Scott の Ivanhoe の中の主人公
Wilfred とユダヤ人の乙女 Rebecca の決して結ばれることのない異教の者同士の秘めたる





になってからの批評では、The Last of the Mohicans では「インディアン」の描き方が両














If Cooper has given to Indian conversation more poetry than it is thought to 
possess, or to Indian character more virtue, the addition has been a gain to 



















The gifts of our colors may be different, but God has so placed us as to journey 
in the same path. I have no kin, and I may also say, like you, no people. He was 
your son, and a redskin by nature; and it may be that your blood was nearer—
but if ever I forget the lad who has so often fou’t at my side in war, and slept at 
my side in peace, may He who made us all, whatever may be our color or our 
gifts, forget me! The boy has left us for a time: but, Sagamore, you are not 
















　Cooper は、The Last of the Mohicans の好評に押されて、すぐに第三作目の Leather-








ないことが露呈している」と酷評されている [Parkman 157]。そして、Cooper は、1826
年からヨーロッパで七年すごしたあとに、例の土地をめぐる争いで地元メディアに対して
訴訟をおこし、最初の作品群を執筆した時よりも落ち着かない環境の中で 1840 年、41 年、
と残りの二冊の Leatherstocking を出版した。この二作を、作者は、Ivanhoe 以降ロマン












河の航行が話の大半を占める The Pathfinder のいいかげんな描写は、ミシシッピー河のパ
イロットを経験した Mark Twain を激怒させ、The Deerslayer の文体は、「言いたいこと
をもっとはっきり書け（“Say what he is proposing to say, not merely come near it.”）」と
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